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白井晟一の続き
　白井晟一に関連して、もう少し付記しておきたい。
　白井が1981年に発表した「静岡市立芹沢銈介美術館」は
染色家の芹沢銈介の作品を展示するための美術館であり、
芹沢自らが展示作業を行った。ところが作業中に倒れてしま
った。それを新聞が採り上げて設計が悪いと書いた。染色は
光があたると退色するため、外光は遮断しなければならない。
ところが、白井は少ないが効果的に光を採り入れる。芹沢が
倒れたのは光の差すところを避けながら展示していたための
過労だという。
　この記事を読んだグラフィックデザイナーの亀倉雄策は、
「当たり前だろ」と一言。その理由を「施主は建築家を選ぶ権
利があるんだよ。白井が設計すればどんな空間になるのか、
わかりきっていること。それがいやなら他の建築家に頼めば
いい」と明快に一刀両断。
　さて、この問題、どう考えるかは一筋縄ではいかない。す
でに村野藤吾の稿でも少し触れたが、ぜひ考えて欲しい。

吉村順三　気持ちがいいディテール
　さて、順番でいくと吉村順三、丹下健三、吉阪隆正と続く
のだが丹下はすでに記したので、吉村順三に取り掛かろう。
　東京に生まれ東京藝術大学で実測と観察を通して日本の古
建築に触れたという。卒業と同時にアントニン・レーモンドに
師事し、1941年に独立。ディテールには定評があり、住宅
作家として一世を風靡した宮脇檀の師匠でもある。
　吉村自身の山荘でもある「軽井沢の山荘」（1962）は代表
作のひとつで、打放しのコンクリートで持ち上げられた2階に
居室がある。くの字型になった平面と全面的に開く窓。まあ、
とくにこれといった特徴がないと思ったら大間違いなのは、と
にかくディテールがすごい。
　かつて宮脇が「暖炉を設計したのだけれど、うまく煙が煙
突へ流れてくれない」と言うと、吉村は「そんなの簡単だよ、
煙の気持ちになればいい」と応えたという。この話をすると
きの宮脇は眉を八の字にしながらもも嬉しそうに頭をかいて
いた。
　そんな宮脇と組んで、いろいろな建築家のディテールを探
し出し、解説をする「人間のためのディテール」というページ
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を2年にわたって『新建築』に連載した。（これをまとめたも
のが1984年に丸善から同名の書籍として出版された）
　探しはしたものの、その多くは「人間のためではなく、た
だ納まりのためのディテールだ」と宮脇は見做し、結果的に
は吉村のディテールを主に採り上げることとなった。
　たとえば窓についてもさまざまな仕掛けがある。吉村の設
計では多くの窓枠が壁の中に引込めるようになっていて、室
内から目障りにならない。外を見るための窓ならば窓枠など
邪魔なだけ、ということで考えられたのが「落とし框」。窓框
の外側に窓枠分だけ下げたところに敷居を設けたから室内か
ら窓枠が見えず、その分だけ視界が広がる。
　また、窓際に植木鉢を置く場合なども同様で、鉢が見えな
いように外側の一段下げた場所に鉢を置く台を設置して室内
の視線から鉢を隠す。換気のために窓は開かなければならな
いが、全部開ける必要はなく、換気に必要なだけ開けばよい
し、夏ならば虫が入ってくる。簡単なフックで窓枠とつながる
網戸が戸袋の中に隠れていて、それが一緒に出てくる。
　このようなディテールは開口部に限らず、家のあちこちに
ちりばめられていて数え上げたらきりがない。どうしてこんな
ことが考えられるのですかと直接伺ったことがある。その応
えも至極単純で、
「この方が気持ちがいいだろ」
「…はい…」
　これ以上質問を続けられる？
　現在ではだいぶ普及しているOMソーラーの原型は吉村が
つくった。ひとつの石油ストーブで一軒全体を暖めてしまうシ
ステムである。家全体に空気が流れるようにしておき、1階
に石油ストーブを置く。ストーブで暖められた空気は上昇し
て家全体に回る。そして棟の辺りに取り付けられたシロッコフ
ァンで上に溜まった空気を強制的に下に戻す。このとき、煙
突を二重にしておきその間をダクトとして利用して空気を暖
めながら下げる。吹き出し口は地下で、そこに用意されてい
るパンに水を張って加湿され、1階の室内の戻される。上昇
した空気の取り入れ口のそばにはダンパーが用意されてい
て、夏場はここから熱い空気は外に排出される。
　これを奥村昭雄と石田信夫がさらに発展させたのがOMソ

ーラーだ。「ホントのパッシブってね、陽が差す室内の床に黒
い絨毯でも置いておくだけでもいいんです。そうすれば昼間
は蓄熱してくれて夜になると放熱してくれます。これで暖房
費が浮きますよ」と教えてくれたのは石田だった。

　そんな石田が設計した国立の住宅が面白かった。防火の
点から都内の木造住宅は外壁をモルタルにすることが多い。
そのモルタルを濃い色にして集熱効果を上げて外壁を集熱板
とする。壁内の間柱は1本ごとに上下を切り欠いてラジエー
ター状に空気が流れるようにする。壁内で暖められた空気を
室内に戻し、上部まで上がってきた空気は吉村の石油ストー
ブと同じ要領で室内を循環させる。必要な設備投資はシロッ
コファンのみ。石田は椎名英三とともに宮脇の重要なスタッ
フであり、当然宮脇仕込みのディテールを十分に使いこなし
ていた。
　吉村自身がどこまで考えていたかは不明だが、吉村のアイ
デアが後継者の努力もあってこのように発展したのである。
その意味ではすべてにおいて合理的な設計だといえるのだ
が、その根底には宮脇が言う「人間のための」という気持ち
が溢れていた。

新宮殿降板顛末
　吉村は皇居の新宮殿設計にも取り組んだが、途中で宮内
庁と意見が対立して辞任した、というのは建築界でもかなり
ショッキングなニュースだったが、詳しい経緯は1965年７月
11日号の『朝日ジャーナル』に掲載された吉村自身の文章が
明らかにしてる。
　ここで吉村は、建築について技術とともに芸術性が重要だと
説き、日本の伝統の中には先人の大変なエネルギーと洗練が
加えられており、桂離宮などは世界に誇りうる立派な芸術作品
となっているといい、それを全うするためには竣工までひとりの
設計者の責任において行うことが正しいと吉村は信じていた。
　ところが、吉村に委託されたのは基本設計で、実施設計は
宮内庁が行うと明言されたために、設計者の立場を明確にす
るために辞任したと述べている。
　この吉村の姿勢を、現代の若手建築家はどのように評価す
るのだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　（続く）
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軽井沢の山荘 2階バルコニー部分のおさまり断面詳細　縮尺 1/15
外壁の杉板張りをコンクリートスラブまで、20㎜伸ばして、
雨水の浸入を防ぐ。10㎜の隙間は水切りのため。

軽井沢の山荘 暖炉詳細　縮尺 1/90軽井沢の山荘 矩計図　縮尺 1/100


